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ネイティブアメリカンが主食にしていた

トウモロコシは、

栄養豊富な健康野菜です。

甘くておいしく、身体によくて、

子どものおやつにもぴったり！

しかも、畑の土まで健康にしてくれる

スグレモノです。

恵泉女学園大学　園芸文化研究所助教授

藤田
ふじ た

智
さとし世界三大穀物の1つであるトウモロコシは、世界中で幅広く

栽培されている。日本では特に、甘みの強いスイートコーン
が多く栽培、消費されている。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

そ
の
4

■
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
特
徴

米
、
小
麦
と
と
も
に
世
界
三
大
穀
物
の
１

つ
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
ア
メ
リ
カ
大

陸
原
産
の
イ
ネ
科
に
属
す
る
一
年
草
で
、
先

住
民
族
（
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
）
の
主

食
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
茎
の
先

端
に
雄
穂
（
雄
花
）、
茎
の
中
位
に
雌
穂
（
雌

花
）
が
着
生
す
る
、
代
表
的
な
雌
雄
異
花
植

物
で
す
。
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
を
好
み
、

生
育
適
温
は
25
〜
30
℃
と
高
温
に
な
り
ま
す
。

野
菜
と
し
て
は
、
開
花
後
25
日
程
度
の
若

い
子
実
を
利
用
し
ま
す
。
リ
ン
、
鉄
な
ど
の

ミ
ネ
ラ
ル
や
、
ビ
タ
ミ
ン
B1
、
B2
、
ナ
イ
ア

シ
ン
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
類
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

含
む
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
野
菜
で
す
。
一
方
で
、

リ
ノ
ー
ル
酸
や
食
物
繊
維
も
豊
富
で
、
動
脈

硬
化
や
発
が
ん
予
防
効
果
が
高
い
と
い
っ
た
、

健
康
野
菜
の
特
長
も
備
え
て
い
ま
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
含
ま
れ
る
で
ん
ぷ
ん

の
種
類
に
よ
り
、
生
食
用
の
甘
味
種
（
ス
イ

ー
ト
コ
ー
ン
）、
硬
粒
種
（
フ
リ
ン
ト
コ
ー
ン
）、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
に
用
い
る
爆
裂
種
、
飼
料
用

の
馬
歯
種
（
デ
ン
ト
コ
ー
ン
）
な
ど
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
別
の
品
種
と
一
緒
に
植
え
る
と

花
粉
が
交
雑
し
、
品
種
の
特
性
が
出
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
十
分
に
気
を
つ
け
ま
す
。

ま
た
、
ソ
ル
ガ
ム
、
麦
類
な
ど
と
と
も
に

イ
ネ
科
特
有
の
強
い
吸
肥
力
を
有
し
て
い
ま

す
。
過
剰
に
蓄
積
し
た
土
壌
養
分
を
吸
収
し
、

跡
地
の
養
分
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
か
ら
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ク
ロ
ッ
プ
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
野
菜
類
の
輪
作
の
中
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

■
主
な
品
種

お
す
す
め
の
品
種
に
は
、
黄
粒
種
だ
と
、

マ
ル
チ
栽
培
を
し
た
場
合
に
タ
ネ
ま
き
後
82

日
で
収
穫
可
能
と
な
る

’キ
ャ
ン
ベ
ラ
82
‘

や
、
86
日
で
収
穫
す
る

’キ
ャ
ン
ベ
ラ
86
‘、

倒
伏
に
強
い
90
日
型
の

’キ
ャ
ン
ベ
ラ
90
‘

が
あ
り
ま
す
。
’キ
ャ
ン
ベ
ラ
‘
シ
リ
ー
ズ
は

甘
み
が
強
く
、
育
て
や
す
い
の
が
特
長
で
す
。トウモロコシの先に

ついている毛は何？
答えは、雌しべ（絹糸）です。茎

の先端に咲いているのが雄花（雄し

べ）で、花粉の量がものすごく多い

植物です。毛（雌しべ）に付着した

花粉は花粉管を伸ばし、毛の中を通

って受精します。毛の基部ではトウ

モロコシの実（粒）が花粉の到着を

待っているのです。トウモロコシは

毛深い方がよいというわけです。受

精後、20～25日であの甘いトウモロ

コシができてきます。

出穂した雄穂
（雄しべ）。

雌穂（雌しべ）。

藤
田
智

直
伝
 

基
本
の
 
キ
ホ
ン
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菜
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ま
た
、’キ
ャ
ン
ベ
ラ
‘よ
り
粒
皮
が
や
わ
ら
か

い
黄
色
種
の

’お
ひ
さ
ま
コ
ー
ン
‘
’お
ひ
さ

ま
コ
ー
ン
7
‘
も
、
甘
み
が
強
く
高
品
質
で
、

子
ど
も
の
健
康
お
や
つ
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

黄
色
の
粒
の
中
に
白
色
の
粒
が
混
じ
っ
た

バ
イ
カ
ラ
ー
品
種
の

’カ
ク
テ
ル
‘
シ
リ
ー

ズ
（
’カ
ク
テ
ル
6
0
0

‘
’カ
ク
テ
ル
83
Ｌ
‘

’カ
ク
テ
ル
Ｅ
―
51
‘
な
ど
）
は
、
ゆ
で
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
す
る
と

彩
り
と
甘
み
の
両
方
が
楽
し
め
ま
す
。
白
粒

種
の

’ル
ー
シ
ー
90
‘
も
珍
し
く
、
取
り
組

ん
で
み
た
い
品
種
で
す
。

‘ルーシー90’ ‘カクテル600’ ‘おひさまコーン7’

白粒種 バイカラー品種 黄粒種

‘キャンベラ90’
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２
間
引
き
・
追
肥
・
土
寄
せ

発
芽
し
て
、
草
丈
が
10
㎝
に
な
っ
た
ら
2

本
に
間
引
き
、
軽
く
土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
芽
が
出
ず
に
欠
株
と
な
っ
た
部
分
は
、

発
芽
が
揃
っ
て
い
る
所
の
苗
を
掘
り
上
げ
、

補
植
し
ま
す
。
草
丈
が
20
㎝
程
度
に
な
っ
た

ら
１
本
に
間
引
き
、
追
肥
・
土
寄
せ
し
ま
す
。

草
丈
が
伸
び
て
、
株
元
か
ら
わ
き
芽
が
発
生

す
る
こ
ろ
（
出
穂
前
）
に
、
再
度
追
肥
・
土

寄
せ
を
行
い
ま
す
（
第
2
図
）。

■
栽
培
方
法

１
土
づ
く
り
と
タ
ネ
ま
き

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
育
適
温
は
25
〜
30
℃

と
、
高
温
を
好
む
の
で
、
遅
霜
に
あ
う
と
枯

死
し
て
し
ま
い
ま
す
。
直
ま
き
の
場
合
は
、

4
月
下
旬
〜
5
月
下
旬
が
適
期
で
す
。
ポ
ッ

ト
ま
き
で
は
4
月
上
中
旬
の
早
ま
き
が
よ
く
、

ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
2
〜
3
粒
ま
い
て
、
本
葉
3

枚
く
ら
い
で
植
え
付
け
ま
す
（
第
１
図
）。

家庭菜園基本のキホン ！ 

第１図

石灰散布、耕起

●タネまき、
植え付け2週間前

1

土づくり～タネまき

堆肥、化成肥料散布

●タネまき、
植え付け１週間前

2

黒または
白マルチ

苦土石灰
１㎡当たり100ｇ

全面散布 よく耕す。

よく耕す。

元肥（1㎡当たり）
堆肥　　　 2kg
化成肥料　100ｇ
（15：15：15）

全面散布

生育のよいものを
2本残す。

2本立ちにした後、
株元に軽く土寄せ
する。

第2図

草丈10㎝くらい
で2本立ちに。

●間引き（１回目）1

間引き・追肥・土寄せ

草丈20㎝くらいで1本立ちにし、
その後追肥、土寄せをする。

土寄せ

●間引き（２回目）、
追肥・土寄せ（１回目）

2

化成肥料１㎡当たり30ｇを
株元にまく

〈１条植え、マルチなし〉

※マルチありの場合
は、株元を手で押
さえる。

生育のよい方を残し
て１本立ちに。 横から見た場合

※マルチありの場合は株
元に化成肥料を1㎡当
たり30ｇ散布し、土寄
せしない。

1カ所3粒まき
にする。発芽す
るまで、乾かさ
ないよう注意。

本葉2枚ほどの若い
うちに移植する。

欠株の場合 移植ゴテでやさ
しく苗をとる。

根を傷めない
ようていねい
に補植する。

土寄せ

化成肥料
１㎡当たり30ｇ

草丈50～60㎝（出穂前）で2回目の
追肥、土寄せを行う。

●追肥・土寄せ（2回目）3

土寄せ

追肥（2回目）

マルチありまたは1条2列植えの場合も、手順は同様です。
ただし、マルチ栽培の時は、土寄せは行いません。

〈1条2列植えの場合〉〈マルチありの場合〉

マルチのす
そをはぎ、
施肥する。

クワで畝の肩と中央に
土を寄せる。

〈1条まきのマルチなし栽培〉
実入りをよくするため、
2列以上作付けする。

●タネまき（直まき）3

〈2条まきのマルチあり栽培〉

1㎡当たり30ｇ



す
。
天
然
成
分
由
来
の
農
薬
と
し
て
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
に
は
オ
レ
ー
ト
液
剤
が
お
す
す
め
で

す
。
な
お
、
雌
穂
が
出
た
ら
袋
状
の
ネ
ッ
ト

を
被
せ
て
お
く
と
、
物
理
的
に
害
虫
や
鳥
の

被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

６
収
穫

開
花
後
20
〜
25
日
が
収
穫
適
期
で
、
実
の

先
端
の
絹
糸
が
褐
色
に
な
っ
た
時
が
目
安
で

す
。
収
穫
し
た
そ
の
日
の
う
ち
に
食
べ
る
と
、

甘
み
は
最
高
で
す
。
健
康
的
な
自
家
製
お
や

つ
を
ぜ
ひ
栽
培
し
て
み
て
く
だ
さ
い
（
第
4

図
）。

３
水
や
り

土
が
乾
い
て
い
る
と
実
の
肥
大
が
悪
く
な

る
の
で
、
そ
の
場
合
は
た
っ
ぷ
り
と
水
を
与

え
ま
す
。

４
わ
き
芽
か
き
（
除
け
つ
）

以
前
は
株
元
か
ら
出
る
わ
き
芽（
分
け
つ
）

を
取
り
除
い
て
い
ま
し
た
が
、
株
が
倒
伏
し

や
す
く
な
る
こ
と
や
収
量
に
影
響
の
な
い
こ

と
が
判
明
し
、
現
在
で
は
行
わ
な
い
傾
向
が

強
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
雌
穂
は
１
株
か

ら
2
〜
3
本
出
て
き
ま
す
が
、
一
番
上
の
雌

穂
を
残
し
て
ほ
か
は
取
り
除
き
ま
す
。
取
り

除
い
た
雌
穂
は
、
ヤ
ン
グ
コ
ー
ン
と
し
て
サ

ラ
ダ
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
（
第
３
図
）。

家庭菜園基本のキホン ！ 

第3図

この雌穂を残す！

わき芽かき（除けつ）と雌穂かき

雄穂

の雌穂はかき取
って、ベビーコーン
として利用する。

５
病
害
虫
の
防
除

雄
穂
と
雌
穂
が
出
る
こ
ろ
と
雌
穂
の
発
育

期
に
は
、
害
虫
の
防
除
に
注
意
し
ま
す
。
絹

糸
抽
出
期
に
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
オ
ル
ト
ラ

ン
水
和
剤
1
0
0
0
倍
液
を
散
布
し
ま
す
。

ま
た
、
カ
メ
ム
シ
、
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
に
は
ス

ミ
チ
オ
ン
乳
剤
1
0
0
0
倍
液
を
散
布
し
ま

クリーニングクロップ
クリーニングクロップとは？
土壌中の過剰な養分を取り除く方法として、クリーニングクロップの作付

けが、環境にやさしい農業の視点から注目されています。クリーニングクロ

ップとは、過剰に蓄積した土壌養分を吸収し、跡地の養分環境を改善するた

めに導入する作物のことを指します。

トウモロコシは代表的なクリーニングクロップとして知られており、ソル

ガムや麦類とともにイネ科特有の強い吸肥力を有しています。特に、チッソ、

カリウム、カルシウム、マグネシウムなどの集積された塩類を多量に吸収し、

土壌をきれいにします。しかも、私たちに甘いトウモロコシをもプレゼント

してくれるのです。まさに一石二鳥とはこのことです（トウモロコシはえら

い！）。 実は、このような役目が注目され、トウモロコシが野菜類の輪作体

系に組み込まれることが多くなっています。

堆肥をつくってみよう！
収穫後の残さ（植物体）は畑から運び出し、5～10㎝に切断して堆肥

たい ひ

をつ

くることをおすすめします。そんな場所がないなら、有機物補給や土の物理

性の改善を目的に、やせた畑にすき込みます。家庭菜園の場合は面積が限ら

れているので、細断して直接

畑にすき込んでしまってもよ

いのですが、多量のすき込み

を繰り返すとカリウムの過剰

集積が起こるので注意が必要

です。また、すき込み後１カ

月ほどおいてから、タネまき

や植え付けをするようにして

ください。

●A

●B

●C
●D

●A●B

の分けつは、取
らずにそのまま。
●C●D

第4図 収 穫

絹糸

受粉後20～25日、絹糸が褐色
になったころが目安。

1620年、イギリスの清教徒たちはメイフ

ラワー号に乗り、夢を求めてアメリカに上

陸しました。しかし、現実は甘いものでは

なく、彼らは生きるために必死で大地を耕

し、作物を栽培しました。幾多の困難を乗

り越えて、翌年の秋に初めて収穫を迎え、

神に感謝をささげたのです。いわゆる収穫

感謝祭（Thanks Giving Day）の始まりです。

彼らの命を救ったのは、対立しているアメ

リカの先住民から譲り受けた、トウモロコ

シの種子とその栽培方法でした。

時代は流れて今は21世紀、私たちの目の

前には、環境、人口、

食糧という大きな課

題が浮上しています。

地下資源を利用する

システムによって、

環境問題が引き起こされている事実は、農

業・園芸と決して無縁ではありません。農

業生産力の向上を目的に、過度に農薬や化

学肥料を使用した結果、水質汚染や前述の

ような塩類濃度障害（施肥量過多）などが

発生しています。これを救うのもクリーニ

ングクロップであるトウモロコシだとは、

きっと歴史のなせる技なのでしょう。

初めての収穫感謝祭

●プロフィール

恵泉女学園大学園芸文化研
究所助教授。専門は野菜園
芸学、植物育種学、農業教
育学。「NHK趣味の園芸」
講師、雑誌「やさい畑」連
載のほか、ラジオなどでも
野菜作りの魅力を伝えてい
る。主な著書に「別冊ＮＨ
Ｋ趣味の園芸・わが家の片
隅でおいしい野菜を作る」
（NHK出版）など多数。

藤田　智
（ふじた さとし）

水

米ぬか 油かすトウモロコシの
残さなど

乾草

稲わら

〈堆肥づくり〉

332006．4．はなとやさい

トウモロコシの残さのほか、稲わら、乾草などを30㎝く
らいに積み、水、米ぬか、油かすを全体にまく。時々踏
みつけて高温で発酵させると、完熟堆肥ができる。


